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肝臓、肺、心臓、腎臓などの臓器の炎症後には線維化が発症することが知られている。線維化を引き起こ
す重要な役割を演じるのが線維芽細胞および筋線維芽細胞である。炎症部位に以前から存在する細胞以外
に、末梢血を循環している造血細胞由来の線維芽細胞や筋線維芽細胞の関与が近年報告されるようになっ
た。我々も、マウスに四塩化炭素で肝障害を起こすモデルの解析から、末梢血中の単球が炎症部位に侵入
して筋線維芽細胞の一種である肝星細胞に分化することを報告している。これらの細胞の末梢血から炎症
部位への動員を制御することにより線維症を抑制することが可能となるのではないかと考えている。

三重大学全学シーズ集

URL)　http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/contents/researcher_name.php

医学部・医学系研究科・附属病院　生命医科学専攻　病態制御医学講座

教授 桝屋 正浩 (ますや まさひろ)

カテゴリ) 医学･薬学

《一言アピール》
末梢血液中を循環している単球から筋線維芽細胞への分化を研究しており、炎症や癌の進展に対してこの細胞
が果たす役割を検討しています。

単球由来筋線維芽細胞の臓器線維症への関与(末梢血中から炎症部位に侵入する機序とそこでの役割は？)
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↑single hematopoietic stem cell由来のglomerular 

mesangial cell

←
EGFP陽性の単球が四塩化炭素によ

り傷害されたマウス肝臓内で非造血

系(CD45陰性)のprocillagen-I産生

細胞に分化していることを示してい

る。他の抗原発現の解析と併せて、

これが肝星細胞であることが確認で

きた。
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